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〈 身に付けたい大切な習慣 〉


「学習習慣」→ よい姿勢で座る習慣、相手を見て話を聞く習慣、反復する習慣


集中して物事に取り組む習慣等


「対人関係」→ 我慢をする習慣、人と向き合う習慣、適度なけんかのしかた


自分の気持ちを伝わる表現で伝える習慣、批判や攻撃の受け流し方等


　「自己管理」→ 限られた時間やお金の中で楽しむ習慣


　　　　　　　　 物事を一面だけから見ないで、違う視点で見る習慣


　　　　　　　　 健康を保持増進するための食習慣等








思考に気を付けなさい、それはいつか言葉になるから。


言葉に気を付けなさい、それはいつか行動になるから。


行動に気を付けなさい、それはいつか習慣になるから。


習慣に気を付けなさい、それはいつか性格になるから。


性格に気を付けなさい、それはいつか運命になるから。


〈マザー・テレサの言葉より〉
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新年度が始まり、２ヶ月が過ぎようとしています。１年生の生徒も中学校の生活習慣を理解し、それを定着させようと頑張っています。また、２、３年生も学校生活全般にわたって先輩らしい素敵な姿を見せています。


笠原中学校のトイレのスリッパはいつ見ても美しく整えられ、まるでスリッパが履いてもらうことを待ち望んでいるようです。これは一人一人の心がけはもちろん、人知れずかがんでスリッパをそろえる子達がいるからです。彼らの背中は輝いて見えます。この習慣は生徒自身にとって、また笠原中学校にとっても大きな財産です。


よき習慣は生涯にわたって大きな財産となり、それは自分の身を助けます。心身の育つ若き日に、よき習慣を身に付けることは、すべてに勝って大切なことであると言えます。


『性格は習慣の総計である。』これはオバマ大統領の就任演説で祝祷した、リック・ウォレン牧師の言葉です。たとえば、我慢しないですぐ怒る習慣の積み重ねは「短気な性格」を、時間を守らないという習慣の積み重ねは「ルーズな性格」を、物事を悲観的に考える習慣の積み重ねは「ネガティブな性格」をつくることにつながるということです。


親をはじめとする、まわりの大人は、『ああいう性格だから…』『こういう子だからしょうがない…』と考えず、どの子も必ず成長し、変わることができるということを信じ、正しい見方、考え方をするように教えていくことが必要です。また、習慣がつくまでは、面倒でも子どもにつきあって一緒になってやる忍耐が必要です。











